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意に 良好 であり
,
0 ＋Ⅰ期と Ⅲ b 期 で は差 はな か

っ た . c u r A の 再発率は 1 4 % で ,
ほ とんど は 3 年

以内である が ,
5 年目に も数例再発 した . Ⅲ期 で

再発 に影響を与 え る因子 は術後 c E A 値,
1y また

は Ⅴ の有無
,
s s に対し s e であ っ た.

当科の 結腸癌の 手術成績は , 概ね他施設と同等

で ある と思われた . 部清の 基本 は従来通り D 2 以

上で ある .

2 9 　 腹 腔 鏡 下 虫 垂 切 除 術 の 有 用 性 の 検 討

―術中他疾患診断4例の経験―

村 上 博 史 ・ 石 川 裕 之

総合西萩中央病院外科

当院で は急性虫垂炎に 対して 腹腔鏡下手術を第
一 選択と して 施行して い る . 腹腔鏡下手術 は開腹

手術と比 べ
,
手技の 簡便性, 被検者の Q O L に有

意差は な い が
, 合併症 はむ しろ少な い こ とを既に

報告 して い る . また
,
腹腔鏡下手術の メ リ ッ トの

一

つ と して
,
腹腔内の 広範囲な検索や

,
必要 に応

じた洗浄が可能な こ とがあげられる . 術前診断は

急性虫垂炎で あ っ た が
, 術中の 腹腔鏡による検索

で他疾患と診断された 4 例 を経験 したの で報告す

る .

症例 1

症例 2

症例 3

症例 4

1 9 歳女性の 右卵巣嚢腫軸捻転 .

4 4 歳女性の 盲腸憩室炎.

2 9 歳女性の絞厄性腸閉塞.

1 4 歳女性の 骨盤内出血 .

30　当院における腹腔鏡補助下大腸切除術の現況

太 田 一 寿

太田綜合病院附属太田西 ノ内病院外科

平成 1 0 年より現在ま で
,
腹腔鏡補助下大腸切

除術を 5 9 症例 ( 6 1 病変 ,
6 0 切除部位) に行 っ た .

男性 3 6 例
,
女性 2 3 例 , 平均年齢 6 1 . 6 (1 8 -

8 4)

歳 で あ っ た . 悪性 4 6 ( 癌 4 5
,
悪性リ ンパ 腫 1) 柄

餐
,
良性 1 5 ( 腺腫 4

,
ク ロ ー ン病 4

,
憩室炎 3 , 他

3) 病変 で あ っ た . 癌 4 5 病変 は m 1 3 例
,
s m 2 2

例
,
m p 8 例 ,

s s 2 例 で あり
,
n ( - ) 4 0 例

,
n l

( ＋) 4 例 ,
n 2 ( ＋) 1 例 で あ っ た . 術式 は回盲部

切除 1 8 例
,
右結腸切除 5 例

,
部分切除 3 3 例 , 直

腸切除 4 例で あ っ た. 平均手術時間1 7 9 . 7 (9 5 -

4 2 0) 分, 出血量 9 9 .3 ( 少量 - 6 60) m l
,
排ガ ス 2 . 5

(1 - 5) 病日
,
食事6 . 8 ( 4 - 1 4) 病 日

,
退院 2 0 .9

(8 - 73) 病日であっ た. 合併症は 2 4 例 (4 0 . 7 % ) に

あ っ た. 創感染1 7 例 ( 28 .8 % ) , 腸閉塞 4 例 (6 .8 % )

であ っ た . 再手術 は 4 例 に 5 回行われた .

当院の現況に つ い て発表する .

3 1 　 I P M T （ I n t r a d u c t a l  P a p i l l a r y - M u c i n o u s-

T u m o r ） の 一 例

嶋 村 和 彦 ・ 河 内 保 之 ・ 清 水 大 喜

西 村 淳 ・ 新 国 恵 也 ・ 清 水 武 昭

長岡中央総合病院外科

IP M T は高年男性の月琴頭部 に好発する比較的稀

な粘液産生月朝重傷 であ る . 今回我 々 は慢性腸炎の

既往歴の あ る患者 に IP M T 由来 の 浸潤癌 を認 め

た
一

例を経験 した . 症例は 6 1 才男性. 1 5 年前か

ら慢性月華炎の 診断を得て おり
,
度々 急性増悪 によ

り入院加療を受けて い た . 上腹部痛で 当院受診 .

C T に て 揮頭部 に主月率管の 拡張
,
厚い 隔壁を持 っ

た 多房性嚢胞 を認め
,
さら に M R C P に て 総胆管

結石 も認め た . E R C P は施行不可能 で あ っ た が

V at e r 乳頭陥凹
,
粘液貯留を認め牌頭部 I P M T 由

来の 浸潤癌と診断. 月華頭十二 指腸切除術を施行 し

た . 病理組織学的に揮管内乳頭腺癌由来 の 浸潤癌

と診断された . 若干の 文献的考察を加 えて これを

報告する .

3 2 　 消 化 管 出 血 を 契 機 に 発 見 さ れ た異所性膵癌の

1例

金 子 和 弘 ・ 小 山 俊 太 郎 ・ 下 田 聡

武 田 信 夫 ・ 田 中 典 生 ・ 野 村 達 也 *

県立 新発田病院外科

新潟大学大学院消化器 ･
一

般外科
*

症例は 7 5 歳
, 男性 . 下血を主訴に 来院 . 十二 指

腸粘膜下腫癌様病変か らの 大量消化管出血の 診断

で緊急入院 し , 内視鏡的止 血術
,
血管造影下塞栓

止血術 を試み たが止血 で きず緊急手術を行 っ た .


